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(54)【発明の名称】 内視鏡用鉗子栓

(57)【要約】
【課題】本発明は、ガイドワイヤーを使用する一連の処
置具の交換作業の手技においても、使用する処置具の太
さに応じて内径の異なる２つの栓部を使い分けることが
できる内視鏡用鉗子栓を提供することを最も主要な特徴
とする。
【解決手段】鉗子栓本体１０における少なくとも第２栓
部１２にスリット２０と第２栓部１２の栓縁部との間を
結ぶ分離用の切り込み部２１を設けたものである。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  管腔内に挿入される内視鏡の挿入部の基
端部側に配設された処置具挿通チャンネルの口金部に着
脱可能に取付けられる弾性体からなる鉗子栓本体を備
え、
前記鉗子栓本体に前記チャンネルの口金部に着脱可能に
連結される第１栓部と、この第１栓部に対して着脱可能
に連結される第２栓部とがそれぞれ設けられ、前記第１
栓部における前記口金部の開口部を閉塞する閉塞部に処
置具挿通用の第１の挿通部、前記第２栓部に前記第１の
挿通部に連通する第２の挿通部がそれぞれ形成された内
視鏡用鉗子栓において、
前記鉗子栓本体における少なくとも前記第２栓部に前記
第２の挿通部と前記第２栓部の栓縁部との間を結ぶ分離
用の切り込み部を設けたことを特徴とする内視鏡用鉗子
栓。
【請求項２】  前記鉗子栓本体は、前記第１栓部の第１
の挿通部が処置具挿通用のスリット若しくは孔によって
形成され、前記第２栓部の前記第２の挿通部が前記第１
の挿通部と同等もしくは異なった形状のスリット若しく
は孔によって形成されていることを特徴とする請求項１
に記載の内視鏡用鉗子栓。
【請求項３】  前記鉗子栓本体は、前記第１栓部と前記
第２栓部との間が略帯状の連結部を介して連結されてい
ることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用鉗子栓。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、内視鏡の挿入部の
基端部側に配設された処置具挿通チャンネルの口金部に
着脱可能に取付けられる内視鏡用鉗子栓に関する。
【０００２】
【従来の技術】一般に、体腔内に挿入される内視鏡の挿
入部には処置具挿通用の処置具挿通チャンネルが配設さ
れている。この処置具挿通チャンネルの基端部には処置
具挿入用の口金部が形成されている。この処置具挿通チ
ャンネルの口金部には弾性体で形成された鉗子栓が装着
されている。そして、体腔内圧の変化などによって体腔
内の空気や汚物などが処置具挿通チャンネルを通り、手
元側に流出した際に、体腔内の空気や汚物などの流れを
鉗子栓によって塞き止めて体腔内の空気や汚物などが体
外に漏出することが防止されている。
【０００３】また、従来の内視鏡用鉗子栓として、例え
ば実公平４－３４８０２号公報に示されているように内
径の異なる２つの栓が１対になっている構成のものがあ
る。図７（Ａ），（Ｂ）はこの従来の内視鏡用鉗子栓ａ
を示すものである。この内視鏡用鉗子栓ａには弾性体か
らなる鉗子栓本体ｂが設けられている。この鉗子栓本体
ｂにはチャンネルの口金部に着脱可能に連結される大径
な第１栓部ｃと、この第１栓部ｃに対して着脱可能に連
結される小径な第２栓部ｄと、これらの第１栓部ｃと第
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２栓部ｄとの間を連結する略帯状の連結部ｅとがそれぞ
れ設けられている。ここで、第１栓部ｃの中央部位には
処置具の径よりも小径な小孔ｆ、第２栓部ｄの中央部位
にはスリットｇがそれぞれ形成されている。
【０００４】さらに、第１栓部ｃには凹陥状の第２栓部
装着部ｈが形成されている。そして、この第１栓部ｃの
第２栓部装着部ｈに第２栓部ｄが挿入された状態で嵌着
されることにより、第１栓部ｃと第２栓部ｄとの間が一
体的に連結されるようになっている。これにより、使用
する処置具の太さに応じて第１栓部ｃのみを単独で使用
する単独使用状態と、第１栓部ｃと第２栓部ｄとを一体
的に連結した状態で重ね合わせて使用する組み合わせ使
用状態とのどちらかを選択することができるようになっ
ている。
【０００５】そして、径が太い処置具の使用時には第１
栓部ｃのみを単独で使用し、第１栓部ｃの小孔ｆ内に処
置具の挿入部を差し込むことにより、第１栓部ｃの小孔
ｆを押し広げた状態で処置具の挿入部を内視鏡の処置具
挿通チャンネル内に挿入するようになっている。さら
に、径が細い処置具の使用時には第１栓部ｃと第２栓部
ｄとを一体的に連結した組み合わせ使用状態で使用し、
第２栓部ｄのスリットｇと第１栓部ｃの小孔ｆとを押し
広げた状態で処置具の挿入部を内視鏡の処置具挿通チャ
ンネル内に挿入するようになっている。
【０００６】また、内視鏡の処置具挿通チャンネル内に
処置具を挿入して患者の体腔内の患部を内視鏡用処置具
で処置する内視鏡下手術が広く行われている。この内視
鏡下手術では１回の手術中に体内に挿入される処置具を
交換する作業が行われる場合がある。この処置具の交換
作業時には広くガイドワイヤーが使用され、次の通り行
われる。
【０００７】例えば、予めカテーテル内にガイドワイヤ
ーが挿入された状態で、このカテーテルが内視鏡の処置
具挿通チャンネルを通して体腔内に挿入される。その
後、現在使用中のカテーテルを他の処置具に交換する場
合にはガイドワイヤーはそのまま残し、このガイドワイ
ヤーにガイドされた状態でカテーテルのみを体外に取出
す作業が行われる。
【０００８】さらに、カテーテルの取り出し後、別の処
置具が内視鏡の処置具挿通チャンネルを通して体腔内に
挿入される。このとき、挿入される処置具はガイドワイ
ヤーをガイドにして挿入作業が行われる。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】上記従来構成の内視鏡
用鉗子栓ａでは図８（Ａ）に示すように第１栓部ｃと第
２栓部ｄとを一体的に連結した組み合わせ使用状態でこ
の鉗子栓ａを介して内視鏡の処置具挿通チャンネル内に
処置具ｉが挿入されたのち、第１栓部ｃから第２栓部ｄ
を取外した場合には図８（Ｂ）に示すように第２栓部ｄ
のスリットｇ内に処置具ｉが挿入されたままの状態で残
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る。
【００１０】ここで、上述した処置具の交換作業を行う
場合に使用されるガイドワイヤーはカテーテルの長さの
２倍程度の長さが必要になっているので、第１栓部ｃか
ら取外された第２栓部ｄのスリットｇ内からガイドワイ
ヤーを引き抜くことは困難である。そのため、ガイドワ
イヤーを使用する上述した処置具の交換作業の一連の手
技を行う場合には第１栓部ｃから第２栓部ｄを取外すこ
とができない構造になっている。したがって、最初に径
が細い処置具を使用した後、太い外径の処置具に切換え
る場合でも第１栓部ｃと第２栓部ｄとを一体的に連結し
た組み合わせ使用状態のままで使用する必要があるの
で、太い外径の処置具を鉗子栓ａに挿入する作業時には
この太い外径の処置具の挿入抵抗が大きくなり、この処
置具の挿入が非常に重くなる問題がある。
【００１１】本発明は上記事情に着目してなされたもの
で、その目的は、ガイドワイヤーを使用する一連の処置
具の交換作業の手技においても、使用する処置具の太さ
に応じて内径の異なる２つの栓部を使い分けることがで
きる内視鏡用鉗子栓を提供することにある。
【００１２】
【課題を解決するための手段】請求項１の発明は、管腔
内に挿入される内視鏡の挿入部の基端部側に配設された
処置具挿通チャンネルの口金部に着脱可能に取付けられ
る弾性体からなる鉗子栓本体を備え、前記鉗子栓本体に
前記チャンネルの口金部に着脱可能に連結される第１栓
部と、この第１栓部に対して着脱可能に連結される第２
栓部とがそれぞれ設けられ、前記第１栓部における前記
口金部の開口部を閉塞する閉塞部に処置具挿通用の第１
の挿通部、前記第２栓部に前記第１の挿通部に連通する
第２の挿通部がそれぞれ形成された内視鏡用鉗子栓にお
いて、前記鉗子栓本体における少なくとも前記第２栓部
に前記第２の挿通部と前記第２栓部の栓縁部との間を結
ぶ分離用の切り込み部を設けたことを特徴とする内視鏡
用鉗子栓である。そして、本請求項１の発明では、第１
栓部に第２栓部が連結された状態で、処置具が第２栓部
の第２の挿通部および第１栓部の第１の挿通部を順次介
して処置具挿通チャンネルに挿入された後、鉗子栓本体
の第２栓部の第２の挿通部に挿通された処置具を第２栓
部の分離用の切り込み部を通して第２栓部の栓縁部側に
引き抜くことにより、第１栓部から第２栓部を取外した
状態で、第２栓部の第２の挿通部に挿通された処置具を
第２栓部の第２の挿通部から外部側に引き抜くことがで
きるようにしたものである。
【００１３】請求項２の発明は、前記鉗子栓本体は、前
記第１栓部の第１の挿通部が処置具挿通用のスリット若
しくは孔によって形成され、前記第２栓部の前記第２の
挿通部が前記第１の挿通部と同等もしくは異なった形状
のスリット若しくは孔によって形成されていることを特
徴とする請求項１に記載の内視鏡用鉗子栓である。そし
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て、本請求項２の発明では、鉗子栓本体を介して処置具
挿通チャンネルに挿入される処置具は第１栓部のスリッ
ト若しくは孔によって形成される第１の挿通部および第
２栓部における第１の挿通部と同等もしくは異なった形
状のスリット若しくは孔の第２の挿通部を通して挿入さ
れるようにしたものである。
【００１４】請求項３の発明は、前記鉗子栓本体は、前
記第１栓部と前記第２栓部との間が略帯状の連結部を介
して連結されていることを特徴とする請求項１に記載の
内視鏡用鉗子栓である。そして、本請求項３の発明で
は、鉗子栓本体の第１栓部から取外した第２栓部を第１
栓部と第２栓部との間の連結部によって保持するように
したものである。
【００１５】
【発明の実施の形態】以下、本発明の第１の実施の形態
を図１乃至図５（Ａ），（Ｂ）を参照して説明する。図
１は本実施の形態の内視鏡用鉗子栓１を内視鏡２に装着
して使用している状態を示すものである。ここで、内視
鏡２には体腔内に挿入される細長い挿入部３と、この挿
入部３の基端部に連結された手元側の操作部４と、この
操作部４に基端部が連結されたユニバーサルコード５と
が設けられている。さらに、挿入部３には可撓性を備え
た細長い可撓管部６と、この可撓管部６の先端に連結さ
れた湾曲部７と、挿入部３の最先端位置に配置された先
端部８とからなる各構成部分が設けられている。
【００１６】また、内視鏡２の挿入部３の内部には図示
しない処置具挿通チャンネルが配設されている。この処
置具挿通チャンネルの先端部は内視鏡２の挿入部３の先
端部８に形成された図示しないチャンネル開口部に連結
されている。さらに、この処置具挿通チャンネルの基端
部は手元側の操作部４に突設された口金部９に連結され
ている。この口金部９には本実施の形態の内視鏡用鉗子
栓１が装着されている。そして、内視鏡２の処置具挿通
チャンネルに挿入される処置具Ｋはこの内視鏡用鉗子栓
１を通して処置具挿通チャンネルに挿入されるようにな
っている。
【００１７】また、図２（Ａ），（Ｂ）は本実施の形態
の内視鏡用鉗子栓１を示すものである。本実施の形態の
内視鏡用鉗子栓１には内視鏡２の処置具挿通チャンネル
の口金部９に着脱可能に取付けられる弾性体からなる鉗
子栓本体１０が設けられている。この鉗子栓本体１０に
はチャンネルの口金部９に着脱可能に連結される大径な
第１栓部１１と、この第１栓部１１に対して着脱可能に
連結される小径な第２栓部１２と、第１栓部１１と第２
栓部１２との間を連結する略帯状の連結部１３とがそれ
ぞれ設けられている。
【００１８】第１栓部１１には略円筒状の第１栓部本体
１４が設けられている。この第１栓部本体１４には図３
に示すように下面側に内視鏡２の口金部９に嵌着される
嵌合凹部１５が形成されている。ここで、内視鏡２の口
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金部９には先端部に大径なフランジ部９ａが形成されて
いる。そして、第１栓部本体１４の嵌合凹部１５には口
金部９のフランジ部９ａと対応する形状の大径溝部１５
ａが形成されている。
【００１９】さらに、第１栓部本体１４の上面側には第
２栓部１２と係脱可能に係合する係合凹部１６が形成さ
れている。この係合凹部１６の入り口側開口部の周縁部
位には内方向に突出する小径な抜け止め部１６ａが形成
されている。
【００２０】また、第１栓部本体１４の下面側の嵌合凹
部１５と上面側の係合凹部１６との間には口金部９の開
口部を閉塞する薄膜状の閉塞膜（閉塞部）１７が形成さ
れている。この閉塞膜１７の中央部位には図２（Ｂ）に
示すように内視鏡２の処置具挿通チャンネルに挿通され
る処置具Ｋの径よりも小径な小孔（第１の挿通部）１８
が形成されている。そして、この第１栓部本体１４の下
面側の外周面に連結部１３の一端部が連結されている。
【００２１】さらに、第２栓部１２には図５（Ｂ）に示
すように連結部１３の帯に対して第１栓部１１と同方向
に突設された略半球状の第２栓部本体１９が設けられて
いる。この第２栓部本体１９は第１栓部１１の係合凹部
１６と対応する形状に形成されている。ここで、第２栓
部本体１９の先端部には第１栓部１１の抜け止め部１６
ａよりも大径なフランジ部１９ａが形成されている。
【００２２】また、第２栓部本体１９の中央部位には図
２（Ｂ）に示すように内視鏡２の処置具挿通チャンネル
に挿通される処置具Ｋが挿通される略－字状のスリット
（第２の挿通部）２０が形成されている。なお、このス
リット２０は－字状に限定されるものではなく、略＋字
状あるいはＹ字状であってもよい。
【００２３】さらに、第２栓部１２の第２栓部本体１９
にはスリット２０と第２栓部本体１９の栓縁部との間を
結ぶ分離用の略直線状の切り込み部２１が設けられてい
る。この切り込み部２１はスリット２０の方向と略直交
する方向に延設されている。
【００２４】次に、上記構成の作用について説明する。
まず、内視鏡２の使用時には、内視鏡２の処置具挿通チ
ャンネルに挿通される処置具Ｋの径に応じて内視鏡用鉗
子栓１の使用状態が次の通り選択される。すなわち、処
置具Ｋの径が太い場合には内視鏡用鉗子栓１は図５
（Ａ），（Ｂ）に示すように第１栓部１１に第２栓部１
２が係合されずに第１栓部１１のみが単独で使用される
単独使用状態が選択される。このとき、処置具Ｋは第１
栓部１１の小孔１８の部分に挿入され、この小孔１８の
部分を押し広げた状態で処置具Ｋが内視鏡２の処置具挿
通チャンネル内に挿入される。
【００２５】また、処置具Ｋの径が細い場合には内視鏡
用鉗子栓１は図４（Ａ），（Ｂ）に示すように第１栓部
１１と第２栓部１２とを一体的に連結した状態で重ね合
わせて使用する組み合わせ使用状態が選択される。この
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とき、処置具Ｋは第２栓部１２のスリット２０および第
１栓部１１の小孔１８を順次介して処置具挿通チャンネ
ルに挿入される。
【００２６】また、処置具Ｋを例えば経乳頭的に膵／胆
管（図示せず）へ挿入した後、内視鏡２の処置具挿通チ
ャンネル内に複数の種類の処置具Ｋを入れ替えながら処
置する場合には細長いガイドワイヤーＧを使用する次の
一連の処置具Ｋの交換作業の手技が行われる。
【００２７】例えば、図５（Ｂ）に示すように予め径が
細い処置具Ｋであるカテーテル内にガイドワイヤーＧが
挿入された状態に組み付けられる。このとき、内視鏡用
鉗子栓１は図４（Ａ），（Ｂ）に示すように第１栓部１
１と第２栓部１２とを重ね合わせて一体的に連結した組
み合わせ使用状態で使用される。そして、径が細い処置
具Ｋであるカテーテル内にガイドワイヤーＧが挿入され
た状態で、この処置具Ｋが内視鏡用鉗子栓１の第２栓部
１２のスリット２０および第１栓部１１の小孔１８を順
次介して内視鏡２の処置具挿通チャンネルに挿入され、
この内視鏡２の処置具挿通チャンネルを通して体腔内に
挿入される。この状態で、径が細い処置具Ｋによる処置
が行われる。
【００２８】その後、現在使用中の径が細い処置具Ｋの
カテーテルを他の処置具に交換する場合にはガイドワイ
ヤーＧはそのまま残し、このガイドワイヤーＧにガイド
された状態で径が細い処置具Ｋのカテーテルのみを体外
に取出す作業が行われる。
【００２９】さらに、径が細い処置具Ｋのカテーテルの
取り出し後、別の処置具がガイドワイヤーＧをガイドに
して内視鏡の処置具挿通チャンネルを通して体腔内に挿
入される。このとき、新たに挿入される処置具の径が太
い場合には内視鏡用鉗子栓１の第１栓部１１から第２栓
部１２が取外される。この第２栓部１２の取外し作業時
には第２栓部１２のスリット２０に挿通されているガイ
ドワイヤーＧは第２栓部１２の第２栓部本体１９の切り
込み部２１の部分から第２栓部本体１９の外部に取外さ
れる。これにより、内視鏡用鉗子栓１は図５（Ａ），
（Ｂ）に示すように第１栓部１１に第２栓部１２が係合
されずに第１栓部１１のみが単独で使用される単独使用
状態に切換えられる。
【００３０】その後、径が太い処置具Ｋはガイドワイヤ
ーＧにガイドされた状態で第１栓部１１の小孔１８の部
分に挿入され、この小孔１８の部分を押し広げた状態で
処置具Ｋが内視鏡２の処置具挿通チャンネル内に挿入さ
れる。
【００３１】そこで、上記構成のものにあっては次の効
果を奏する。すなわち、本実施の形態の内視鏡用鉗子栓
１では第２栓部１２の第２栓部本体１９にスリット２０
と第２栓部本体１９の栓縁部との間を結ぶ分離用の略直
線状の切り込み部２１を設けたので、第２栓部１２のス
リット２０にガイドワイヤーＧが挿通されている場合で
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あってもこのガイドワイヤーＧを第２栓部１２の第２栓
部本体１９の切り込み部２１の部分から第２栓部本体１
９の外部に取外すことができる。そのため、内視鏡用鉗
子栓１にガイドワイヤーＧが挿通されている場合であっ
ても図５（Ａ），（Ｂ）に示すように第１栓部１１に第
２栓部１２が係合されずに第１栓部１１のみが単独で使
用される単独使用状態と、図４（Ａ），（Ｂ）に示すよ
うに第１栓部１１と第２栓部１２とを一体的に連結した
状態で重ね合わせて使用する組み合わせ使用状態とを簡
単に切換えることができる。したがって、一連のガイド
ワイヤー式の手技において内視鏡用鉗子栓１にガイドワ
イヤーＧが挿通されている場合であっても使用する処置
具Ｋの太さに応じて内視鏡用鉗子栓１の内径の異なる２
つの栓部である第１栓部１１と第２栓部１２の使用形態
を任意に選択することができる。
【００３２】また、第１栓部１１と第２栓部１２とを一
体的に連結した状態で重ね合わせて使用する組み合わせ
使用状態では第１栓部本体１４の係合凹部１６の中に第
２栓部１２の第２栓部本体１９が挿入された状態で係合
されているので、第２栓部本体１９の切り込み部２１が
分離することが防止されている。そのため、図４
（Ａ），（Ｂ）に示すように第１栓部１１と第２栓部１
２とを一体的に連結した状態で重ね合わせて使用する組
み合わせ使用状態で処置具Ｋが第２栓部１２のスリット
２０および第１栓部１１の小孔１８を順次介して処置具
挿通チャンネルに挿入された際に第２栓部１２の部分で
シール性が損なわれるおそれはない。
【００３３】また、図６（Ａ）は本発明の第２の実施の
形態を示すものである。本実施の形態は第１の実施の形
態（図１乃至図５（Ａ），（Ｂ）参照）の内視鏡用鉗子
栓１の構成を次の通り変更したものである。
【００３４】すなわち、第１の実施の形態では第２栓部
１２の第２栓部本体１９に略直線状の切り込み部２１を
設けた構成を示したが、本実施の形態では第２栓部１２
の第２栓部本体１９に非直線状、例えば波型の形状の切
り込み部３１を設けたものである。
【００３５】そこで、本実施の形態では、第２栓部１２
の第２栓部本体１９に波型の形状の切り込み部３１を設
けたので、この切り込み部３１の部分を接合した際のシ
ール性を略直線状の切り込み部２１を設けた場合に比べ
て高めることができる。
【００３６】また、図６（Ｂ）は本発明の第３の実施の
形態を示すものである。本実施の形態は第１の実施の形
態（図１乃至図５（Ａ），（Ｂ）参照）の内視鏡用鉗子
栓１の構成を次の通り変更したものである。
【００３７】すなわち、本実施の形態では第１栓部１１
の第１栓部本体１４に閉塞膜１７の中央部位の小孔１８
と第１栓部本体１４の栓縁部との間を結ぶ分離用の切り
込み部４１を設けたものである。
【００３８】そこで、上記構成のものにあっては次の効
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果を奏する。すなわち、一連のガイドワイヤー式の手技
において、鉗子栓１を必要としない場合に、内視鏡２の
口金部９より鉗子栓１を取外すことができ、また、その
後、必要に応じて鉗子栓１を内視鏡２の口金部９に取付
けることができる。
【００３９】なお、本発明は上記実施の形態に限定され
るものではない。例えば、鉗子栓本体１０の第１栓部１
１に内径寸法が異なる複数、例えば２つの第２栓部１２
を連結し、第１栓部１１に１つの第２栓部１２を重ね合
わせた状態と、２つの第２栓部１２を重ね合わせた状態
とに段階的に切換える構成にしても良い。この場合には
内視鏡２の処置具挿通チャンネルに挿通される処置具Ｋ
の径に応じてさらに細かく内視鏡用鉗子栓１の使用状態
を選択することができる。
【００４０】また、上記実施の形態では第２栓部１２に
スリット２０を形成し、第１栓部１１に小孔１８を形成
した構成を示したが、第１栓部１１にスリット２０を形
成し、第２栓部１２に小孔１８を形成してもよく、さら
に、第１栓部１１および第２栓部１２に小孔１８または
スリット２０のいずれか一方をそれぞれ設ける構成にし
ても良い。さらに、その他、本発明の要旨を逸脱しない
範囲で種々変形実施できることは勿論である。次に、本
出願の他の特徴的な技術事項を下記の通り付記する。
記
（付記項１）  内視鏡に設けられ、処置具を挿通するチ
ャンネル口に接続される内視鏡用鉗子栓において、上記
鉗子栓はスリット若しくは孔を有する第一栓部と、第一
栓部と同等もしくは異なったスリット若しくは孔を有す
る第二栓部と、第一栓部と第二栓部を連結して形成する
連結部と、前記第一栓部と第二栓部が互いに結合できる
結合部と、第一栓部と第二栓部の少なくとも一方に設け
られたスリット若しくは孔から栓の縁部までつながった
分離スリットからなることを特徴とする内視鏡用鉗子
栓。
【００４１】（付記項２）  内視鏡のチャンネルに取付
けられる鉗子栓において、内径の異なった２つ以上の栓
を有し、その栓の１つ以上に内径から外径を結ぶスリッ
トを有したことを特徴とする鉗子栓。
【００４２】（付記項１、２の従来技術）  従来の鉗子
栓は内径の異なる２つの栓が１対になっており、使用す
る処置具の太さに応じてどちらかを選択することが可能
であった。
【００４３】（付記項１、２が解決しようとする課題）
  しかし、ガイドワイヤーを使用する一連の手技におい
ては２つの栓が１対になっているため、使用できなかっ
た。従来の鉗子栓ではガイドワイヤーが挿入された状態
では栓１と栓２を分離して使用できない構造になってい
る。よって、太い外径の処置具に切換えた場合でも内径
の小さい栓を使わなくてはならず、そのため挿入が非常
に重くなっていた。
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【００４４】（付記項１、２の目的）  一連のガイドワ
イヤー式の手技において交換可能な鉗子栓の提供。
【００４５】（付記項１、２の効果）  ガイドワイヤー
が挿入された状態でも、使用処置具に合わせた鉗子栓の
選択が可能となる。
【００４６】
【発明の効果】本発明によれば、鉗子栓本体における少
なくとも第２栓部に第２の挿通部と第２栓部の栓縁部と
の間を結ぶ分離用の切り込み部を設けたので、ガイドワ
イヤーを使用する一連の処置具の交換作業の手技におい
ても、使用する処置具の太さに応じて内径の異なる２つ
の栓部を使い分けることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明の第１の実施の形態の内視鏡用鉗子栓
を内視鏡に装着して使用している状態を示す斜視図。
【図２】  第１の実施の形態の内視鏡用鉗子栓を示すも
ので、（Ａ）は側面図、（Ｂ）は平面図。
【図３】  第１の実施の形態の内視鏡用鉗子栓の第１栓
部に対して第２栓部を連結させた状態を示す縦断面図。
【図４】  第１の実施の形態の内視鏡用鉗子栓にガイド
ワイヤを挿通させた状態を示すもので、（Ａ）は側面
図、（Ｂ）は同縦断面図。
【図５】  第１の実施の形態の内視鏡用鉗子栓に太いカ
テーテルを挿通させた状態を示すもので、（Ａ）は側面*
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*図、（Ｂ）は同縦断面図。
【図６】  （Ａ）は本発明の第２の実施の形態の内視鏡
用鉗子栓を示す平面図、（Ｂ）は本発明の第３の実施の
形態の内視鏡用鉗子栓を示す平面図。
【図７】  従来の内視鏡用鉗子栓を示すもので、（Ａ）
は側面図、（Ｂ）は平面図。
【図８】  従来の内視鏡用鉗子栓に処置具を挿通させた
状態を示すもので、（Ａ）は内視鏡用鉗子栓の第１栓部
に対して第２栓部を連結させた状態を示す側面図、
（Ｂ）は内視鏡用鉗子栓の第１栓部に対して第２栓部を
分離させた状態を示す側面図。
【符号の説明】
２    内視鏡
３    挿入部
９    口金部
１０    鉗子栓本体
Ｋ    処置具
１１    第１栓部
１２    第２栓部
１７    閉塞膜（閉塞部）
１８    小孔（第１の挿通部）
２０    スリット（第２の挿通部）
２１    切り込み部

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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